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規約
考出学研究，］ fj；。筑波文字人文社会科学研究科先史学・考古学コースの研究史とし
て唱先史学・考－11学IWJ係の論文、 資料などを掲載し，研究の；(1:)1主を 1~1 ることを目的としています。
2 '.rf;f/i:j者は．筑波大学関係者及びi）「ヲE協力者とします。
3 投稿，依1到し、ずれの場合でも。古：おされた！日〔li誌の採否は編集委員会で審査し決定いたします。また
きi直しをお舶し、することがあります。
4 外国語でづ去去を希望されるj括合は． 司i1)［に編集委員会にfir/Ht!i¥ t~：くださし、
5 2〕杭されたH¥(l1%は．大学 1);j－；ジトリなどを通じて：i守来的に電子化し公IWJ；される予7主です。持稿者は‘
l~j( ｛出の公！日！にlicj志のうえ投稿してくださし」また. !Ii(私に合まれる全てのテキストι121）；長・写真等に
｜列する権利は，筑波大学人丈社会千三i学iJf究科先史学・考1J・＇｝＇：コースに 1¥]i），売するものとします。そのため
)J；刊誌1/:iに使mサる予定のIi！；反， ＇.IF)：真’？？？については‘若者？の責任下において権利を挺符したもののみを
投稿してください。
6 当ffiJ:.:tr= I Ii!の刊行ー とし，！！1（イJ誌の締め切りは毎年 10月3I Elとします。
7 執筆安J:!iは. r筑波大学先史学・考工I:＂！学1i3f')Ej編集委員会（愚 305-857l つくば市天王台トl-1筑波大
学人文京i；会利 ＂tM究科先史学・考·1J:1"f：コース 1J~1 岱 029回853-4048，もしくは じipl 973@hotmail.co.jp) 
までもf[!I詰求！引い、ますの
日立j度大学先史学・考古学研究j 執筆·~:i:n
Ltt波大学先史学・考古学研究jぴ〉原稿の内容，分量（写真・l:Xl.去を含む）は灯、下の通りとします。なお，
)j(杭枚数が超過すると克込まれる場合は．事前に編集委員会にfnlitl談！ごさい。
論 文新しい資料又は手法．視点に立って学科j水準の＊Ji'たな地平を拓く liJf究。 20,000字以f
とする。
研究ノート まとまった研究（論文）の完成に｜向けて子宮市i下Jに報告し，あるいは｛i]f究における新た
な規j与、 1 手法なとを公表することによって．そのテーマに関心を持つ研究者からの助
言や協力をjよく J比一めようとするもの。 i0,000字以下とする。
調査報告 発掘調査などの主主過幸！i告と。全イ本1'せな資料の紹介および言Hili。20,000字以下とするの
資料紹介 さまざまな能組σ＇）i)f究資料ーについて紹介し．学術的な意義について注意を喚起するも
のO I0,000字以ードとする。
2 Jlt{i市はJl引い！としてワードプロセッサーで作成してください。手書きIW杭の場合は。宅jf.frjに編集委員会
に fil'll~t!tU~ くださし、。
JI;（｛出は 42字詰 35行で A4'I司!IJi(J＼：に1:p字し、使JFlOS名t 使用ソフト名を明記した CD-R (CD-RW）と
ともにj；引uしてくださし」
4 li(i!Wi表紙には。 1主宰1）えびその英語1執筆者氏名とそのローマ字路り。所収機関名を記してください0
5 論文およびM究ノートについて Lt. 600字灯、内の日本語攻：旨と。英文要旨を必ず添えてください。。iJ'.f宇：は＊）十字：体としますが＇i；りIJi~.J＇.！； 土j＇：去には拘束さ j工ませ7んO1ば？：＇1jfilし、はm:wJとして新｛反名遣いとします。
7 タト［J]O〕 I！川有名目i~J .人名はVi・1JX ?:'1 :{':Iで、吉：さ，初出の18/j訂はJ舌り瓜内にi攻守三で記してくださし＇ o
例 力リム・シャヒル（KarimShahir) 
トインピー（A.J. Toynbee) 
ただし、極めて一般的なj詰合には必要ありません。
??
8 tft ' Vi! ' Jl：［は以下のJfi(WJにより作成 してくださし三。ただし。必要上限fjlにより蹴v、ばあいは， lH1t1を
説明してくださし、
例 m. 分析と考察
l. t総説！JえからみたJil辺地域とのかかわり
( J ) iJ: 1:i 2遺跡、出土：｜；器のit'.I式
9 IH：は．本文布屑に 1)' 2) ...の番号を付し。文京に一括してくださし、。
10 IJllTJ 文i拡は‘本文又は~lの q1 に（ ）に入れて，若干！Hl.r1J行11:.(I:叩膏で表記） 該当頁数を記してく
ださし、の
｜己］じ若者’で｜討J-ifに十立数の文I拡カfある場合にはι ：｜リfi"1＇・のf去に刊行ー）IJi'.にa b ' C＂‘を付して くださし、。
例 外国；AkiNJ~の JJ)y ｛：；・ ・の例がみられる（Wheele r 1954 ・ pp. 21-22）。
日本刊文irv~の j妨合 と指摘していることがd=.i.:1される（臨本 I988b 4-6頁） 0 
tu数の若者の文献をfj：記するj安i合には I カンマ（。 ）で区切ってくださv'o
例一．向 fH~t
例 •• Z女Mカf主F 』 T ら ~'Lている（Chernykh 1992 p120 ・ p137’t；：ヰζ2011 141 l司）。
日 文iNkJ:' J：求は最末尾に一括し．以下のmrnuにより作成 してくださし、。ただし，必要.1原則により i)¥f＇.し、j劾
合は， JIJ!1t1をi問5己してくださしミ。
( l ）配タlj は若者；·~！！：のアルフ ァベット）II＼＇.［又は五 戸1 - ·cOr Jlll'.[ としますが。；r識と午｜｜ 政所の数が共に多い場合は ，
日lj々 にまとめてくださし＇o
( 2）記iまのJli'.’iは ( 6）の例を参照くださし、。 ｜主！内文：iW；はIL'iHJ>iJ也を省Il告しでも差し支えありません。
( 3）年H誌については. HiJ!iJ的に；l:）阪地e 11:L'i li!ill；は 1~illlおしてくださ L、。また．大学 博物館紀攻は。大
学名－！守物館名を入れるようにしてくださ~－¥() 
(4) w：刻版＇ 2 J~>i以｛去の版本を !Ill，、た場合は ω 初flj 行年 を 〔 〕で表記し 版次を示してくださし、
( 5）欧文の場合．持F・ fi:t名は主；｜体にするか下t忠を付 してくださし、。
手I波書の場合。；命丈夫i遣には「 J.品；：.i:t '.21には fjを付してくださいの
( 6）納訳書を!lh、たJ1合は、原告ーについて《 》！大！に （l ）によ り記してください。
例 ~1日可： ¥lj' 1953 f法｜：長寺建築綜lr:JU 京 1'1日大学文学fill 考 j~，·年：推古 第iJiil 京都 使利'li:
小林行！＆ l 957 81坂 〔i951〕f日本考古学概）＼5?,l東京 告lj元社
ラウス目 I. 1974 fJ'c史学の法悦翌日論j鈴木公t.m訳＇ Ji.f:山l芸11u1：在《Rouse,I., lntrocluct1on to
Prehistory.λle＼弘fYork: McGn 
竹1J、J!Jし：＿:7-;Ni 1962 百T1E4 J；友〔l943 百］－正 1962 〕 「 d~I~長守（』11m：－，；縁 j~井流記資wドjミ」 f卒楽泣文j
f巻 末J江主1U版
1l1+JITl呑 1791 （京J/;l,'1）「房総志1ilJ改定房総業者flj行会編if改定房総業書J]14¥ 3 ilf
1959〔1941）同刊行会
｝臨本i]{j;J主 1988 f茨城県rt:~Jil貝塚の1§t1UWli文土器jf考古学卒fHiU第 73巻第4号 I-35 VI 
森 郁夫 1987 f第I本 調査経過と概要j奈良国立文化財川究所編i薬師寺発抑制貸手I告j
本文 奈良｜設立文化財li)f・究所学＂!'Ix 第45!Il 奈良国立文化財研究所 iふ22頁
Cale）九 E.R. 1971 Analyses of some metal artifacts from ancient Afghanistan. In R. 1. Bril (el.), 
Science and Archaeo／ο三）＇.Cambridge, MIT Press、pp.106・113 
Keeley、しト11974 Tcじhniqucand methodology in microwcar studies: a critical rcviC＼ιWorld 
メ1℃hoeolo怠F5-3、pp.323-336 
Wh巴elcr.R. E. M. 1954 Archaeologyjimn the Eorth. London, Oxford University Pres 
12 写真はモノクロームとし.!XI は黒インクで製 Iii してください。写真， l~I . 表は縮尺を指定してくださ し、。
102 
ti: Lがり寸法！ま表題も合めて， ~(j;[ 20.6cm，相 l3.4crn U、内に1又めてくださし、 なお．写真のJ高松に関
してアート紙を希認するj拾合は。事mrに編集委員会にご相談く ださし、。
13 写真.＠ l 表には．表！也 ~5LIU0J とともに』l！.拠を i開示 し守日IJ 紙の店主計iii としてく ださし x。なおー 本文での
fir)_J京dリ1－を必ず｜開示して くださし」また白デジタルファイルでの入稿も可能です。
14 1丞！？表！大jの写：w文字等は本分ファイルと同じメディアに日IJW:稿として入れておいてくださし」
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